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りを繰り返しながら体験されることが示唆された。さらに、
「親自身の心の安定を得る」というテーマが、親の親役割
意識の変化を促す上で、重要なテーマとなっていることが
示された。
【研究２】
子どもの不登校を経験した親の親役割認識の変化と子ど
もの変化の関連、変化のきっかけ、要因について、個別イ
ンタビューを用いて探索的な研究を行った。ここでは、母
親が親役割についての認識の変化が、８つのテーマを中心
に語られることが明らかになった。研究②では、子どもが
不登校になった時期、 親自身が関わっているサポート源、
現在の子どもの状態、親の変化と子どもの変化の連動性を
照合し、さらに詳細な親役割認識の変化過程を明らかにし
ていく。調査の方法としては、より深く考察するため、個
別のインタビュー調査を採用する。
対象：不登校の経験をもつ子どもの親（10名程度）
方法：個別の半構造化面接
ここで個別の面接法を用いるのは、親自身による語りを
知ることによって、より当事者である親の視点から、親役
割認識の変化と子どもの変化について捉えることを目的と
しているからである。また、子どもの不登校が始まった時
期と現在の状態、親が関わっている相談機関やサポート機
関などについての質問も行った。研究１で明らかになった
親役割認識変化のテーマと照合し、考察をしていった。
結果：研究１で明らかになった親役割認識の変化のテーマ
が、個別インタビューに参加した母親においても、ほぼ同
様に体験されていることが明らかになった。
【考察】
本研究では、不登校の子どもをもつ親の親役割認識とい
う視点から、子どもが不登校になってから不登校の受容が
行われるまでの変化について研究を行った。ここでは、親
自身が認められ、受容される体験が、その後の変化を促す
鍵となることが認められた。不登校当初に強く認識されて
いた親役割が、「親」としての自分ではなく、「私」という
自分として受容されるためと考えられる。また、研究２で
は、親役割認識変化の過程における促進・停滞・後退要因
が明らかになった。これにより、臨床場面の親の支援にお
いて、親の親役割認識という生涯発達的な視点を組み入れ
ることが有効であることが示唆された。
